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電圧誘起劣化挙動に関する屋内及び屋外試験結果の比較
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1) PIDの電圧による影響
・電荷蓄積による第1段階の飽和値は、屋内外ともに、電圧には依存
せず一定値をとる。
しかしながら、電圧値が高くなるほど飽和に必要な時間は短くなる。

2) PIDの天候による影響
・雨の日にPIDが加速され、晴れた日にPIDからの回復が発生した。

3) PIDの屋内試験による屋外曝露に対する加速係数
・第1段階の飽和に至るまでの加速係数は約600～900と推定される。
ただし、屋外曝露におけるPIDの進行速度は天候に影響される。
つまり、屋内試験（アルミ法）は、きわめて過酷な試験方法といえる。

・これまで、屋内試験（アルミ法）に
よる、数週間を要した電圧誘起
劣化（PID）試験の観察により、
発生メカニズムや劣化の特徴が
報告されている【1～4】 。

・また、屋外曝露では、数ヶ月間に
わたるPIDの挙動観察の結果が
報告されている【5】。

・今回は、1年を経過した屋内試験と
屋外曝露のPIDの挙動を観察し、
その結果を比較した。
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● 屋内試験（アルミ法）
● 屋内追加試験（アルミ法）
● 屋外曝露（晴）
● 屋外曝露（雨）
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・モジュールは、設置架台から定期的に取り外し、屋内のソーラーシミュレータで測定をした。

1）第1段階の飽和値

1）第1段階の飽和

1）第1段階の飽和

2）天候による影響 2）天候による影響 2）天候による影響

288 h（12 d）
0.033 h（2 min） 0.016 h（1 min）

・～456日間
・85℃/2％以下
・1セルモジュール

屋内試験
（アルミ法）

-115 V
-1000 V
-1500 V

屋外曝露

-115 V

・～1,129日間
・佐賀県鳥栖市
・42セルモジュール

屋外曝露

-1000 V
-1500 V

・～437日間
・佐賀県鳥栖市
・4セルモジュール

0.5 h（30 min）

26 h 15 h
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